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A gallant knight, 
In sunshine and in shadow, 
Had journeyed long, 
Singing a song, 
In search of Eldorado. 
But he grew old -
This knight so bold -
And o'er his heart a shadoViT 
Fell as he found 
No spot of ground 
That looked like Eldorado. 
And, as his strength 
Failed him at length, 
He met a pilgrim shadow -
"Shadow," said he, 
"Where can it be -
This land of Eldorado ?" 
"Over the Mountains 
Of the Moon, 
(Edgar Allan Poe) 
Down the Valley of the Shadow, 
Ride, boldly ride," 
The shade replied, -

































































(Algernon Charles Swinburne) 
l 
Days dawn on us that make amends for many 
Sometimes, 
When heaven. and earth seem sweeter even than any 
Man's ryhmes. 
Light had not all been quenched in France, or quelled 
In Greece. 
Had Homer sung not, or had Hugo held 
His peace. 
Had Sappho's self not left her word thus long 
For token, 
The sea round Lesbos yet in waves of song 
Had spoken. 
II 
And yet these days of subtler air and finer 
Delight, 
When lovelier looks the darkness, and diviner 
The light-
The gift they give of all these golden hours 
Whose urn 
Pours forth reverberate rays or shadowing showers 
In turn--
Clouds, beams, and >vinds that make the live day's track 
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Seem Ii ving--
What were they did no spirit give them back 
Thanksgiving? 
][ 
Dead air, dead fire. dead shapes and shadows, telling 
Time nought; 
Man gives them sense and soul by song, and dwelling 
In thought. 
In human thought their being endures, their power 
Abides; 
Else were their life a thing that each light hour 
Derides. 
The years live, work, sigh, smile, and die, with all 
They cherish ; 
The soul endures, though dreams that fed it fall 
And perish. 
N 
In human thought have all things habitation; 
Our days 
Laugh, lower, and lighten past, and find no station 
That stays. 
But thought and faith me mightier things than time 
Can wrong, 
Made splendid once with speech, or made sublime 
By song. 
Remembrance, though the tide of change that rolls 
\Vax hoary, 
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Gives　earth　and　heaven，　for　song’s　sake　and　the　sours，
　　　　　　　Their　glory．
　この「通詞たち」と題する小詩はスウィンバーン（1837－1909）の『詩とバラッド』の第三集
（1889）に採録されている。EI附は1885母7月16日となっていて，嗣奪5月23臼のヴイクトル・ユ
ー ゴーの死の直後に書かれたものである。逝いて閲もないこの偉大なフランス詩人に対してスウ
ィンバーンの抱いていた深い敬愛の念に照らした場合，この詩が雄弁に披灘している強く激しい
詩の弁護と詩神の蒙った大きな損失とを結びつけないわけは行かない。ω
　この四つ連におけるスウィンバーンのN的は，自然の美は人聞の思想の中に安らぎの場を求
め，人閥の歌の中に表現されてこそ始めで生き続けることができるし，また存在すると言い得る
という事実を証明することであり，彼の究極の目標は自然の美の欠くべからざる解釈者としての
詩人の効用を，閥接的ではあるが，われわれに認めさせることなのである。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　レトリツク
　この詩が常識という原則（これは文学の世界では「修辞」というやや気負った名前をつけられ
ている）に基いて構成されているとすれば，詩の冒頭に次の二つの事項が来るものと予想され
る　：
　（a）全体を通じてみられる二つの構成要素たる「自然」と「詩人」の導入。
　（b）できる限りの正当さで述べられ，力強い証拠で裏付けられている全く逆の場舎を仮定した
　　陳述。
　第一連を一兇しただけで，スウィンバーンの詩が期待逓りの構國で構成されていることが明白
になってくる。詩の残余の部分（2）が第一連に含まれている譲歩的な議論の徹底した否定に傾注さ
れるのは当然であり，その議論が誤謬であることを証明しようとするのである。
　留頭の十二行において，詩人は矛檎を避ける意図をもって，一般的な考え，容易に受け入れら
れる常識を述べている：
　（a）自然は，事実，本質的に美しいものであり，従って13然美の存在は詩人の解釈によるもの
　　でない。この薯実を証腸するために，若干の例が挙げられている。
　（b）詩人はさらに反駁者に対してより一層の譲歩をする。即ち，自然の美は最も難大な詩人を
　　念めていかなる詩人（いかなる入間）の解釈力をも凌駕するかも知れない，という譲歩である。
（1）この枇評文は，1918年11月29欝著者がサー・シドニー・フィリップを議侵とする英語協会に雌して，キン
　グス・カレッヂで行った講演にて発表されたものである。
（2）ここでの労析は第一連だけに限られてもiる。
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　スウィンバーンは自己の儒念に反して諮っているけれども，彼が優れた「悪口屋」（advocatus
diaboli）としての本領を発揮していることが認められる。これは彼の得意とする所であり，作
者が公正な心構であればあるほど・彼が自分自身の意兇を表明したときに読者から一層の信頼を
受けることになる，と彼が理解していたのであり，われわれもこの点を認識せねばならない。つ
まり，作者が自身の主題に対して挙げる反論が強烈であればあるほど，逆にその反論を論破する
ことに成功したときには読者から一一・層の賛辞を量されることになるというわけである。
　従って，この第一連の段階における自己の考えを徹底させるために，詩入は鰯乍活動という見
地からみて歴史上の爾極端と考えられる二つの極，つまりそれぞれホーマーとユーゴ～によつて
代表される撫代と現代とを選び出すのである。このこ者の選択，およびこの二つの権威者の名薗
が喚起する連想が議論に大きな豊かさと深みを与え，一般的な法則のような姿を帯びさせること
になるけれども，それはこの議論が背からずっと行われてきたというばかりでなく，“the　910ry
of　dawn”によって示される視覚的な美とか“the　song　of　the　waves”によって示される聴
覚的な美など自然の美のあらゆる姿を規制するからであり，また，この連が示しているごとく，
その議論があらゆる事物や場所，天国や，大地や海にもあてはめられるからでもある。
　　　　　　　　　　　　　　　o　　●　　　　　　　　　O　　o　　　　　　o
　実際のところ，冒頭の一連を読むことによって，われわれは疑うことなく納得させられるよう
であり，詩人をば共和国より追放すべしというプラトンの詩人観を受け入れたい気持にさえなる
のである。
　詳論一to　dawn　onは一般約1こいって比喩的な意味に用いられ，ある考えがより明確に理解
されかけたときにわれわれの心を徐々に満たす知的な光iiA　fs意味している。しかしこの詩では，
詩人が特徴ずけようとする行動は夜明けと共にさし出る（普通の意味での）実際の日の光のそれ
である。このように語句の本来の意昧に立ちかえることにょって（スウィンバーンはto　dawn　on
という藷句をDawn一語に応用している），メタファーの藩返りが行われている。更に附け加
えるならば，このより習慣的で比喩的な意昧金いの故に，われわれは二つの意味をi豫疇に受け入
れることになり，われわれの想像力のまえに呼び繊れた「夜胆け」はわれわれの眼ばかりでなく
魂そのものをも満たすように思われる。ボードレールの『悪の華』の一篇Aude　spiriteCagleと
比較するがよい。
　この光にみちたヴKジ。ンが詩の留頭にきわめて適切であることは容易に認めることができ
る。（3）夜明け時はスウィンバ～ンの最も愛好する時であり，彼にょれば一一・　ili　r－1；iで般も輝やかしい
（3）　ホーマーの1’イリアッド』　（第一篇冒頭の数行）と比較せよQ
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時である。箏笑，夜朋けは，それ自体の輝やかしさの故だけでなく，字宙の美しさをひき出すが
故にも詩的に美しいのである。夜明けは，詩人たちと岡じく，自然についての最も詩的な解釈を
われわれに与える。このことがスウィンバーンの夜明けに対する共感と奨情とを説明するのでは
ないだろうか。もう一つの理磁が考えられる。それは詩人が夜明けとか春とか子供時代など物廓
の当初がもつ神秘的で際限のない可能性を深く誌識していたことである。これが夕暮れが彼にそ
れほど強くは訴えない理由である。
　第一行題の最初という位置にある、ことから，1）awnなる語は第一連全体に輝きわたっている
ように思われる。その最も遠い光線は，あたかも夜朋けそのものが夏の一屠を輝かせるのと岡様
に，連の末羅に描かれた青いレスボスの海に光を投げかけるのである。ここでdaysとdawnの
爾語における母音変化によって生み出される美しい効果を指摘しなければならない。母巻の突然
の拡大がある程度までdawnなる語の恵昧によって表わされる光の拡大に対応していると主張
しても欝いすぎではあるまい。この音の「醐花」（epanouissement）を強調する理由は三つある。
第一に，二つの母音ともに長いけれども，後者がより長い。第二に，爾者ともにストレスを置か
れるけれども，後者がより璽い強音をもっている。（4）第三に，爾者ともに初頭の子音が岡一であ
るために，当然母音の相違が強調され，それに注憲が集中することになる。
　岡じ効果はマシュー・アーノルドの次の例によっても得られる：
　　　　　Dreams　dawn　and　fly．＿（A　Question。To　Fausta）
　これと，岡じスウィンバーンの次の一一・行において反対の属的から生ずる反対の効果と比較せよ：
　　　　　Daw且is　dim　on　the　dark　soft　water　（A　Swimmer’s王）ream）
　この場含，母音awの広い醐口音がdimの不関確なiに狭められていて，（5）われわれの耳に
正反対の印象を伝え，濤には同様に異ったイメージを浮かび上らせるのである。
　フn21ee　anzends：この句は数的および質的な意昧での具体的な補償を指すだけでなく，また実際
的なバランスの剛復という単なる事実だけを表現するのでもない。このto　malee　amendsが一般
にもつ含蓄はr満足を与える補償をすること」である。従って，この旬はこの詩では隠された道
徳的意企，半擬入化を指向しているように思われる。
　MaltY：この語はあいまいで，数がはっきりと示されていないし，内的および外的な斗争の重
蕃しい1：1々について決定的なことは何一つ蕾げられていない。その理由はどこにあるのか。スウ
（4）この詩の脚は，ギ1）シャ譲本来の惹瞭でも，また環代の（あいまいな）英語の意瞭でも強強絡である。
㈲　このlllj象は英語のi瀞が1ψるんだ欝であるという麟実によって一耀1強められる。
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　インバーンがわれわれの注意を惹きつけたく考えているのは，そのlil々ではなく，ほかの輝やか
　しいIU々であるからである。　Ma　Jayは明確に表現されたり規定されたりしない名講を表わす単な
　る代名翻にすぎない。更にいえば，この語は，その賭い日々の邪悪な影力∫時に夜明けにょって追
　われることがあるように，行の最後に追いやられるのである。
　　この具体的な補償の概念はこの行の構造そのものによって伝えられていて，筋半と後半とに音
　と頭韻の重みがひとしくかかっている：
　　　　days　dawn．．．　make　amends
　われわれにかくも輝やかしく開らけてゆくIEI々とは，ワーズワースが語っている日々であり：
　　　　　Those　heavenly　days　that　cannot　die（Nutting）
　またワトソンにも例がみられる：
　　　　　The　Earth　was　all　itl毛une　aiid　you
　　　　Anote　of　Nature’s　happy　chorus．
　たしかに，このようなE｛々がわれわれにさしこむことはごく稀れなことであり，Sometimesti
けが一行になって分離していることは，その稀れであるという事実に悲しい重点を置いているも
のとみられる。しかし，そのようなE陵は人々の心に深く長く響きを残すのであり，その栄光は
多くの暗黒の91々を償って余りあるのである。manyとS’）metimesが密接に接触させられてい
　るのに濫意されたい。これは対立を高める併列である。
　Sometimes　のアクセントは第一音節にくるのが普逓であるけれども，ここでは第二音節に移
行している。これはかなり行きすぎた詩人の破格用法である。おそらく，強灘はいずれの膏節に
　も平等であるだろうが，少し第二音節を強めにすることに野り軽い強強略として物悲しい効果を
与えている。
　　　Plz12en　Heaven　and　Eaf’th　seem　Stveeter　even　than　anツ
．　　　　　　　　　　　　Man’s　rhymes
　　この行ではそのようなlil々の栄光の概念が詩歌との比較によってわれわれに示されている。詩
歌は，たしかに，それ麟体近ずき難きもの，蒔閥，空聞，人間自勺思想においてはるかに深遠なも
のについての絵画的で造型的な表現である。脅然と霊魂の中にあって萬人の手のとどきかねる神
聖な要素，それこそが詩歌といわれるものである。この芸術家のもつ理想化への力は一切の滋の
　　　　　　●　　●　　o　　　●
美を超越するけれども，あの類稀れなEI々は詩人の夢よりもはるかに美しい現家性をもっている
というのである。これが少くとも，この詩の場合のように，詩をば楽しさと斐しさの藻準として
活用させるときのスウKンバーンの立場である。しかしながら，果して詩が楽しきと美しさの蕪
準であるか否かが問題となっているのに，それを認めたものとしているかの如くに巧妙に振鎌う
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ことは，論理学でいう論点窃取の虚鵠を犯していることになる。たとえ不注意であるにしても，
スウKンバーンはこの過ちを犯しているのである。
　詩人が何故廟然美の解釈が時として膚然美そのものに及ばないかについては説聡していないこ
とに注意することは興昧深い。人聞の魂がそれを感じられないのであろうか，あるいは頭脳が理
解できないのであろうか。それとも，必要な表現力を欠いているためであろうか。われわれは疑
問のままに取り残されるけれども，この間題は興昧ある聞題である。
Light　had　not　att　been　q・Nenched　i・n　Fγαnce　or　qttelted
1・捻　（｝γeece
　第一一fii二三1で見たように，スウィンバ～ンは1）awnという語を主として実際の光線が次箆にそ
の光輝を強めて行く葱昧にとっているけれども，onという蔚置詞が字義通りの解釈から比喩的
な惹味へと移り行く過程を用意している。この変化は五行周の語Lightによつて完成されては
いないけれども，少くとも強調されている。つまり，この語はここでは一義的には「知性の光と
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
●　　　●　　■
美」を意味しているけれども，依然としてその本来の習慣的な恵味である「自然が可視的になる
媒体」という意味を部分的にせよ持っているのである。
　Qteenched　a・d　qz・S2Jled：この弼語は光の消滅を表現するばかりでなく，光が消えた場合にギリ
シヤとフランスに降りかかったであろう惨害をも表現しているのである。頭韻のもつ効果は（母
音と相埃つて），類似の意味をもつ二つの動詞が類似した音をも併せもち，かくしていずれの圏に
おいても，岡様の原因が嗣一の結果を惹き起したであろうという事実を強調するところにある。
　二っの語の相違はどこから生じたのか。政治的な意味であるのか，歴史的な意味であるのか。
フランスはユーゴーがいなくても灰から立ちあがったであろうし，ギリシヤはたとえ手本となる
べき英雄をホ～マーが描かなかったとしても，独立を求めて戦ったであろう，と考えられるので
ある。
　qeceκch：この語は光や火を消すという意味では適切であり，語原的にも正しい：
　　　　Alittle　fire　is　quickly　trodden　out；
　　　　Which，　being　suffer’d，　rivers　cannot　qttench（3　Nenry　W，　ISf，viii，7－8）
　qUelled：多分，　qz｛enchと嗣じ意味でこの語を用いるのは，少し無理があるだろう。韻律が要
求しなかった場合，果してスウィンバーンがこの語を健用したかどうかは疑閥の余地がある。し
かし，この語の反覆は思想を支える働きがある。　QUellは語欝〔臼勺には，「苫しめる」とか「鎮
める1とかを意昧していて，光にこの諮を適薦するのは，かなり大胆である。しかし，szebdzted
light　という表環には類奪以のメタファーが考えられる。さらに文，ここには精神的なバラブルが
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瞭示きれていて（光がたえず閣と斗っているのであるから），このためにquellは反抗する力
の鎮圧を意昧する藷としては適切であることに濫意しなければならない。しかし．私としては，
政治的ないしは歴史的な意味は別として（この点も探査きれねばならぬ），このこ語の反覆は，
s％η9notとheld　his　Peaceの変形の場合と同じく，なによりも音とハーモニーによる強調とい
う点で効果的と考えたい。
　ギリシヤ文学とフランス文学はここではローマン主義者のお決まりの手qとして持ち出されて
いるのではない。スウィンバーンはほかのll　一マン主義者に知られる外騒交学一般1こ興味をもっ
ていただけなく，彼はすぐれたギリシヤ学者であり，（6）またフランス語にも同様に精通していた
のである。の
　ここで興昧あることは，Homerとffttgoの二つの名前ヵ洞じ次元で取り扱われていること
で，この薪実は“had　Homer－had　Hugo”にみられる均等な頭韻によってより意昧深くな
っている。この二例の選択と均整のとれた配置とは古典的影響と洩漫的影饗との見事なバランス
を表現するものであり，この両者にスウィンバーンは極めて忠実であったのである。この二つの
名前は詩行の中で高い燈台のようにそびえていて，黄金の音の魅力をもっているけれども，この
響きは下の“Sappho”と“Lesbos”とに伝わつている。
　ホ～マーとユーゴ～の二詩人は，スウィンバーンと同じく，非常に海を愛したことも挙げねば
ならない。　（ここで，1η朋06－Gア詔4θとなり，次lc　Homer－　Hugoという輿合に言葉の順序が
逆になっている点を指摘しておく。このために全体がひきしめられているのである。）
　HOWter　SUit9：この表現は適切である。実際に叙事詩は，＊　一マーの蒔代には歌われたからであ
る。ところが，ユーゴーの創作籍囲はホーマーのそれよりも変化に冨んでいるので，磁一の動詞
ではそれを特徴ずけることはできない。　そこでスウKンバーンはheld　heis　Paceというあいま
（6）スウインバーンは見事なギリシャ語の：i：　L・ジーを欝いたし，少奪時代にはPoetoe　Lyricl　GrOeCi（ギリシ
　ャ野情詩人）を読んでいた。
（7）彼の祖父は，フランスで成人し，彼に大きな影響を無えた。オックスフォード在学中，若い学徒のスゥイ
　ンバ・一ンはヴKクトリア女王の夫瀦からフランス語に対して賞を貰った。彼はフランス語で短い1乍文をいく
　つか物したこともある：a）敬文一一〃∂％og紹助　（ゾAugUSte　I／lacqt4eJ’ie；b）詩一Att　tOMbeaU　de
　Banville，　Noetter？ie，7’屠oρ勉1θGautierなど。該た，彼はユーゴーを艦入的に知っていて，このフランス
　詩入にいくつかの詩を献じている　：ANetV　YeaγOde，　UAγchii）el　de　la　A4uncheなど。この「通詞た
ち」の撫版の翌4鴇彼はASti・tdY　oアYictoγHitgoを書いた。
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いな語句を用いることになるが，これはまたそのあいまいさの故に極めて適切である。この旬は
ホーマーの韻料に誕鮒な1／1薄よりもユーコFOi恥掻臼～てう鳶：葉Ei7．器宇ゼを餐ちそミゴ〔亥∫て茂る。
　彼の打ち樹てた原則（つまり，自然界の美は入闘の解釈とは無閣係であるという原則）が普遍
性をもっていることを充分に誕明したあと，スウィンバーンは再渡詩の母国ともいうべきギリシ
ヤに目を転じることになり，夜贋けの輝やかしい描写ではじまったこの連は光りかがやく紺青の
エーゲ海に沈みゆくことになる。この詩人に対して，われわれはシエークスピアの美しい言葉を
あてはめることができる：
　　　　The　poet’s　eye，　in　a　fine　frenzy　rolling，
　　　　Doth　glance　from　Heaven　to　Earth，　from　Earth　to　Heaven．
　　　　　　　　　　　　　　　　　（1協みz槻7解7Niglzt’s．Z）？’eam，　V，　i，12－3）
　サッフォの名随はここでは驚くに当らない。この名前を選択した立派な理繊がいくつかある。
スウィンバーンはこの女流詩人の残した僅かな作晶に通暁していたし，彼自身サッフォ張りの詩
を書いたこともあり，サゾフォの名前がひとりでに彼女の終焉の場所である海を思い爵させるこ
となどの事情によるものである。（8）
　SaPPho’s　seif：醤情詩入としてのサッフオはわれわれの知り得る限りでは、みずからの情熱
を主として歌いあげたのであり，彼女の残した詩咋品は当然のことながら彼女の魂の本質そのも
のと呼ぶことができる。その故にS砂助o’sselfとなるのである。
　thus　long：われわれにホーマーとユーゴーという二つの時聞的な境界標を与えることによっ
て，スウィンバーンは　thus　long　が何世紀に及ぶ時の流れを意味しているかを納得させてい
る。longという語は行の最後罵におかれていて，その余韻は無限といつたも良いほどにわれわ
れの心に残るのである。
　to　leen：この語は通例触知し得るものに関して用いられる。サッフォが後猷に遺したものは，
不朽の名声とか抽象的な記憶とかいったものだけではなく，それ自休の存在をもつ不減の詩歌で
ある。行末にくるtoleen－sPohenのおさえた音は，適切な女牲的柔軟さで速の最初のグループ
をひきしめている。（9）他の連はすべて女性韻で終っているけれども，第一連ほどに巧妙な効果を
もっていないことは確実である。
（8）このレスボスの女流詩人は，伝説によれば，恋に絶鯉して岩の頂上より身を投じ，溺死したといわれる。
（9）　「女｛生行宋（d5sinences　fdminines）は，その語が発音されたあとにまで残る音を耳にひびかせる。掴
　がキーに触れるだけで音を出すピアノのように。」（ヴーs・ルテール）
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　サッフォはごく自然に海をスウィンバーンに想い起させ，この他の場所でも彼は穏やかな海の
しずかなうねりを兇劔こ写しノこ詩行において彼女と海とを結びつけている：
　　　　Thine　ears　knew　all　the　wander沁g　watery　sighs
　　　　Where　the　sea　sobs　round　Lesbian　promontor圭es
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Ave　atque　vale）
　この連が海に沈んで行く印象を与えることはすでに述べておいた。海はスウィンバーンの場合
よくみられる締めくくりの調子となっている。たとえば：
　　　　Thick　darkness　and　the　insuperable　sea．
　　　　Life　yearns　for　solace　towards　the　sea。
　スウィンバーンの海を愛する気持はきわめて純粋であり，彼は生涯を海の近くで送り，この詩
の中の同時代の詩人のように，水泳に達者であったのである。この海のもつ特劉の美しさのゆえ
にこそ，彼は「劇然の通詞」の役薦を演じおおせたのだとも言えよう。海がイギリス詩人にとっ
て好欄の主題であることは言うまでもないけれども。（10）スウィンバーンは他のどの詩入よりも巧
みに海をわれわれに示しているのである：
　　　　Sea　that　art　ours　as　we　are　thine
　　　　Earth　beside　her　and　Heaven　above　her
　　　　Seem　but　shadows　that　wax　and　w撫ユe．
　詩の議論という見地から考えると，サッフォの例は，音楽的に美しい海を導入することによっ
て，ホーマーとユーゴーとの関連においてなされた視覚1憩な美に関するさきの隙述を強める働き
をしてt，・るにすぎない。詩人が存在しなかったとしても，われわれは周囲に数多くの摩撚界のハ
ー
モニーをもつことができたであろうど1・う陳述を，である。この二，三行が補強的な証拠を導
入する限りにおいて有用であるにしても，また論理的にいって議論のために欠くべからざるもの
ではないけれども，これらの行のもつ表現美は連の美的緬値を高めるのに無って力がある。それ
らはわれわれの視野を驚くべきほどに拡大し，　the　sea　round　Lesbos　と？，・う藷句は海のさな
かにかくれている島によって海を限定しているだけであって，外的な限界を階示するものではな
い。かくして，海原に対するわれわれのヴイジヨンは四方八方に限りなく獲開してゆくのであ
｛IO）」，　DOUaC！y，　La　mer　et　les♪o漉s　ela・galais，　Hachette，　Paris，1912参照。この藷煮はスウィンバーン
　が夜関けに海を眺めることを愛したと指摘している。「静かな海，阜朔，夜「掘け，汐風の闘け方一こんな時
　人は思わずスウィンバーンの海の詩を臼ずさむ。」p。365。
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る（。ヱ1）
　最後の数行は，また，詩人に音に対する見事な才能を十全に発揮するいい機会を提供してい
る。この箇所での音のハーモニーは詩の他の部分にはみられないものがある。たとえば，
　　　　Had　Homer　sung　not　or　had　Hugo　held
　　　　　　　　　　　His　peace
のような詩行には，とまりがちな頭損をなす気息音の音節ということで説腸される重くるしい韻
律の調子が顕著で，巧みに叙事詩の特性を示しているけれども，最後の数行にはゆるやかに流れ
る弱強格の詩行に特有のおだやかなさざ波のような音が聞かれる。簸後の四行は：
　　　　H［ad　Sap茎）ho’s　self　llot　left　her　word　thus　long
　　　　　　　　For　token
　　　　The　sea　round　Lesbos　yet　in　waves　of　song
　　　　　　　　Had　spoken．
ほとんど全部が単音節の語からなっている。これと次の行とを比較してみるがいい：
　　　　When　loveヱier！ooks　the　darkness　and　div墨ner
　　　　　　　　The　Light．
この場含には多音節の語が充満しているのである。ところで，問題の詩行においては，各々の小
さな波頭に一つづつアクセントのある小さな語　（setf－teft・一・WOj’d－Song）がついている。このあと
に続く音のうねりは，単藷がわれわれの想像力のまえにかき立てるイメージそのものを強力に表
現している。われわれはキラキラ輝く海のつめたく清らかな波がゆるやかに上下している即象を
受ける。そのリズミカルな動きから生ずる調子は，海の魂のリズミカルな表現である，詩が詩人
の魂のリズミカルな表現であるのと國様に。
　しかし，単語が一つだけその行の低いレベルから二音節諮の価値をもって抜きんでている。
Lesbosがその語であるけれども，これは実際はL6sb6sと二つのストレスをもっている。この
語は詩行の中で孤立しているのであ1），丁度工一ゲ海の．ヒに光り輝くレスボス島がそそり立って
いたように，この語が弱強格の行のスムーズな流れの上につき出た音の島のようであると考える
人があるかも知れない。この美しい外国語の膏は美しい外国の照をも暗示するのではないだろう
か。圃有名詞をその音楽的な価値や連想のゆえに巧妙に用いるのは，周知のごとく，m一マン主
㈲　「蒔開の勝利」（Triumph　oξ孚ime）1爆δいて，スゥィンバーンは海を「偉大で優しき母」と秤んでい
る。
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義者の特徴となっていることである。＊
　結論…一この詩全体に述べられているスウィンバーンの考えに従えば，われわれが宇宙の一都
であると岡様に詩人は宇欝の一部であるけれども，詩人の知覚力はより透徹していて，詩人は宇
宙の美をわれわれに納得させることができる。しかし，それは彼がその美にわれわれよりも接近
しており，またその美よりもわれわれに接近しているがために，よりたくみに感じとり表現する
ことができるからである。この故に詩人ば「通詞」と1！乎ばれ，てしかるべきである。従って，羨は
詩人によって解釈されるべく宇宙に存在していることをまず証明するのが，論理的な必然性では
　　　　　　　　　　　　　　　　　　o　　●　　●　　●　　●　　●
なかったろうか。このことを考慮すると，第一速の十二行金休は，その後の都分と比較して，表
現の巧妙な嘩純さによって特徴ずけられていて，具体から抽象への歴然とした移行のあることに
気がつく。
　これが第一一連の達成している日的である。それはありふれた内容を表現しているにすぎない
が，（12）詩人の手によって加えられた美しい取り扱いから類のない独鋼性をひき患しているので
ある。
　ここでのスウィンバーンの麟的が，明確な哲学上の立楊をとり，二つの相反する学派の折衷策
のごときものを打ち幽すことによって，美の本質に関する彼の晃解を朋らかにすることであると
老えるのは閥違っているであろう。詩人は毅初は美が客観的であるとアンドレ師やヴイクトール
。クザンと共に主張しているけれども，やがて残りの三連においては，カントやシルレルの美は
主として主襯的なりという主張を支持しているからである。
　スウKンバーンは「考える人」　（thinker）というよりは「歌いあげる人」　（singer）であ
り，彼の関心は詩人の役絹を規定しその震要姓を強調することにあって，美の本質についての哲
学的な理論を展開することにはない。しかし，鼠的であるにせよ，あるいは単に手段としてであ
るにせよ，詩人がこの問題に関して発欝していることはたしかであり，そこにこの連のもつ哲学
上の重要性が生じてくるのである。それのおかれたコンテクトと奨に，この連はスウィンバーン
の形彌上学に対する態度，世界観，人間と際然および人間岡志の関係についての理論などに生き
生きとした光を投げかけている。
＊　このあとに韻律の分析が数頁つづくけれども，紙編の関係で省路する。
㈱　類似の考え方については，C◎leridge，1）砂θo”o”，　An　Ode；Keats，　On　a　Grecian　Urn；Browning，
P’ra 　五ゆ♪o　Llpppi，　Parat’elsus など参照。スウ・tンバーン自身のものとしては　Pttn　a．nd　TkCtlαssas，
　The　PUgritnなど。
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　自然の本質的な美の性質に関する陳述が，彼の主張するごとく，譲歩の議論にすぎないという
ことは，この詩の残余の連ばかりでなく，スウKンバーンの作品の他の詩句によっても明らかに
される：
　　　　Ti董l　by　the　lips　of　one　live　nation
　　　　The　blind　mute　world　found　grace　to　speak．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（New　y磁7s’Ode，　V置）
とか，ほかの億所ではヴKクトル・ユーゴーに雷及して：
　　　　Sea　and　Iand　are　feairer　now，　nor　aught　is　all　the　same
　　　　Since　a　mightier　hand　than　Time’s　hath　woven　their　votive　wreath．
　　　　　　●　　　●　　　●　　　●　　　■
　　　　None　of　these　is　but　the　thing　it　was　before　he　came．
この連の哲学的な価値については以上に留めることにする。（13）
　純粋に文学的な見地よりすれば，第一連の各行は岡じ璽要盤をもっていを。この連はスウィン
バーンにおいて混じ合っている古典的影響と浪漫的影響とのハーモニーを見事に示している。彼
は平凡な事態の取り扱い方や創作への注意深い態度の点では古典派に属しているし，文体の落ち
着きや威厳のある抑制という点でも（ただし，このことは今論じている詩に閣してのみいえるこ
とである）彼は古典主義者である。しかし，彼の思想の国際性，ゆたかな想像力の霞由な発揮，
自然に対する愛情，形式に与えた価値，作詩家としての独創性などはすべて彼を浪漫孟義脅に仕
立てている。問題の第一連は古代文学や外麟文学に対する彼の激しい深い愛麿をわれわれに想い
繊させるのである。すでに指摘したことであるけれども，ホーマーやユーゴ～への善及はその場限
りのものではなく，彼らに対する知識と大きな親密感と心からの賞賛から生れ出たものである。
　彼がそのような多様な傑作と深く親しんでいたことが，詩の普遍惟についての彼の儒念を強め
ることになったとしても当然であるだろう。
㈱　この詩の残余の部分に展魍されている老えの独創姓についていえば，それが決して新しいものでないこと
　を指摘しておこう。スゥィンバーンよりはるか以前にポープが次のように述べている：
　　　　　　　Vain　was　the　chief’ss　the　sage’s　pricle！
　　　　　　　They　had　no　poet　and　they　died．
　スウィンバー一ンは，『詩の弁護』の随所に述べられているシェリーの俵統をついでいるにすぎなかったので
　ある。
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　この詩の当初の数行にわいて，われわれは音が如何に完全に意昧を響かせで、、るかを詳細に示
そうとしたのであるが，いまここで形式と内容との結婚がその数行において完全に取り結ばれて
いるという結論に到達するのである。母音の巧みな結合と意味をもつ頭韻の賢明な使用とによっ
て，スウィンバーンは言葉の魔術を百パーセントに活用し，交体の賭示力を最大限に駆使してい
る。多くは～般的な爾語からなる単諮の選択によってもまた，詩人は自らのヴイジヨンを空問と
賭間の遠い背雛にまで持ち込むことに成功している。すでに述べたように，音と意膿とのパラレ
ルな流れがいつまでもわれわれの心の中に尾をひいて残り，その心は作者によって作者自身とそ
の詩的な思考とに共感するよう調整されてし9．っているのである。この結果，詩人がみずからに
課した，詩人の解釈は自然の美を大いに増幅させるものであるという事を霊謎明するという仕事が
きわめて容易になるのである。
　われわれとしてはテニスンの言葉をここに繰りかえすべきであるだろう：「彼はなべてのもの
が通りぬけては音楽となる一木の葦である」。
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